
 

 

家庭環境が子どもに与える影響とその対処法 
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1. 概要 

 文化施設に子どもを連れて行く行動を親が取っている場合ほど

子どもの学力が高い、蔵書数（漫画や雑誌、教科書、参考書、子ど

も向けの本を除いたもの）の多い家庭の子どもほど学力が高い、世

帯年収が高いほど子どもの学力が高い（世帯年収がある程度の高さ

になると直線的な関係を示さなくなる）など、家庭環境と子どもの

学力についての関係性は、これまでにも多くの先行研究によって示

されてきた。そこで、本研究では、学校（本研究では小学校および

中学校に限定）や塾（本研究では個別指導塾に限定）といった教育

現場で実際に見られた、家庭環境が子どもの学力に与える影響とそ

れぞれに対する対処法をインタビュー調査した。そして、それぞれ

の家庭環境が子どもの学力に与える影響に対する対処法として成

功したもの、失敗したものを整理し、どのような対処法がより好ま

しく、何を自分自身の今後の人生に活かしていくべきなのか模索し

た。 

 

2. 背景 

 家庭環境と子どもの学力が関係していることは、これまでも多く

の研究によって指摘されてきた。また、家庭の社会経済的背景と子

どもの学力との間に密接な関係があることも、近年の国際学力調査

の分析などに基づけば、もはや国際的な常識といってよい。かつて、

先進国では学力に対する家庭的背景の影響が強いのに対し、開発途

上国では学校要因が学力に強く影響していると論じられたことも

あったが、近年の研究では開発途上国における家庭背景の影響力も

決して弱くはないことが実証されている1。平成２９年度に実施さ

れた学力調査の結果と、その対象となった小学６年生および中学３

年生の子どもたちの保護者に対する調査の結果を関連づける調査

報告書がある。家庭環境と子どもの学力の関係についてはさまざま

な傾向が明らかになっている。例えば、「子どもと一緒に美術館や

劇場に行く」、「子どもと一緒に博物館や科学館に行く」、「子どもと

                                                   
1教育格差の発生・解消に関する調査研究報告書 

URL:https://berd.benesse.jp/berd/center/open/report/ky

oiku_kakusa/2008/kyoiku_kakusa_Chapter2_01.html
（2019年2月6日最終検索日） 

一緒に図書館に行く」など文化施設に子どもを連れて行く行動を親

が取っている場合ほど、子どもの学力が高いことが示された（表２

－1）。 

また、家庭の蔵書数（漫画や雑誌、教科書、参考書、子ども向け

の本を除いたもの）の多い家庭の子どもほど学力が高いことも示さ

れている。小学６年生のデータをみると、蔵書数が０～１０冊の家

庭の子どもよりも１１～２５冊の家庭の子どもの方が学力が高い。

それよりも２６～１００冊の家庭の子どもの方が学力が高い。さら

に１０１～２００冊の家庭の子どもの方が学力が高い。２０１～５

００冊の家庭の子どもの方が学力はさらに高く、５０１冊以上の家

庭の子どもの学力がもっとも高い。中学３年生でも、まったく同じ

傾向がみられた。だが、蔵書数は親の社会経済的背景と関係してい

るのではないかと考えるのが妥当である。社会経済的地位の高い親

の家庭ほど、つまり学歴や収入が高い親の家庭ほど蔵書数が多くな

っている。そうなると、家庭の蔵書数の多いことが子どもの学力を

高めているわけではなく、親の学歴や収入の高さが子どもの学力を

後押ししているということになる。 

しかし、そういうわけではなく、社会経済的背景を統制しても、

家庭の蔵書数と子どもの学力は関係している。つまり、学歴や収入

の層が低くても、高くてもそれぞれの層のなかでは、蔵書数が多い

家庭の子どもほど学力が高いという傾向にあるということである。

そうなると、家に本をたくさん置いておけばよいのかということに

なるがそうではない。 

蔵書数の多い家庭の子どもほど学力が高いという傾向、そして文

化施設に子どもと一緒に出かける親の子どもほど学力が高いとい

う傾向を合わせると、親自身の知的好奇心の強さが子どもの学力に

影響していると考えるべきである2。 

他にも、世帯年収の高さに学力が比例しているという結果も出て

いる。しかし、中学校３年生では「年収１２００～１５００万円」

世帯の生徒の平均正答率が、「年収１５００万円以上」世帯に比べ

                                                   
2学力の高い子ども、親の習慣や家庭環境に「共通の傾向」… 

文科省調査で判明 

URL:https://biz-journal.jp/2018/10/post_25094.html 

（2019年2月6日最終検索日） 

https://berd.benesse.jp/berd/center/open/report/kyoiku_kakusa/2008/kyoiku_kakusa_Chapter2_01.html
https://berd.benesse.jp/berd/center/open/report/kyoiku_kakusa/2008/kyoiku_kakusa_Chapter2_01.html
https://biz-journal.jp/2018/10/post_25094.html


 

 

て、国語Ａ・Ｂ、数学Ａ・Ｂのすべてで上回っているように、ある

程度の高さになると、「年収と学力」が直線的な関係を示さなくな

る3。 

そこで本研究では、今後自分の身の周りで起こり得る事に対する

対応の参考にするために、学校や塾といった教育現場で実際に見ら

れた事例をもとに家庭環境と学力の関係性を調査するとともに、そ

れぞれに対する対処法を調査しようと考えた。 

 

3. 目的 

本研究では、家庭環境と学力の関係性を実例から調査するととも

に、それぞれに対する対処法を調査する。これらの調査を通して、

今後の自分の身の周りで起こり得る事に対しての対応のしかたと

してどのような方法があるのか明らかにするとともに、より好まし

い方法を模索する。 

                                                   
3国立大学法人お茶の水女子大学,2018,『保護者に対する調査の結

果と学力等との関係の 専門的な分析に関する調査研
究』,p13-22 

URL:http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micr
o_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/07/10/1406896_1.pdf 
（2019年2月10日最終検索日） 

4. 研究方法 

はじめに、文献調査を通して、家庭環境と子どもの学力の間にど

のような関係性があるのか整理する。次に、先行研究で挙げられて

いる家庭環境と子どもの学力の関係性も踏まえて、現役の学校教員

および個別指導塾の講師の方々（教員3名、塾講師2名）に、実

際に家庭環境が子供の学力に与える影響をインタビューするとと

もに、それぞれに対してどのような対応をし、その結果どのように

状況が変わったのかをインタビューする。最後に、インタビューに

よって得られた家庭環境と子どもの学力の関係性およびそれに対

する対処法を整理し、より好ましい対処法を模索していく。 

 

5. 結果 

実際に見られた家庭環境が子どもの学力に与える影響およびそ

れぞれに対する対処法について、小学校教員、中学校教員、個別指

導塾の講師を対象にインタビュー調査を実施した。そのインタビュ

ー調査によって得られた、家庭環境が子どもの学力に与える影響を

５つに分類しそれぞれに対する対処法を模索する。 

5.1 親が片親かどうか 

まず１つ目は、親が片親かどうかということによる影響について

である。職業柄、夜に家を空けることになる場合、子どもの家での

過ごし方を見ることができず、家庭学習の未提出や生活習慣の乱れ

につながるという。生活習慣の乱れにおける具体的な例としては睡

眠不足や朝食が不規則になることが挙げられた。家庭学習の未提出

によって、授業の復習ができなかったり授業内容が定着しなかった

りするといった悪影響が出るだろう。また、生活習慣の乱れによる

睡眠不足や朝食が不規則になることは、授業に対する集中力の欠損

につながる。このような事例に対して、まずは本人に生活習慣を正

すよう促すという。具体的な方法としては、就寝時間、起床時間、

朝食を摂ったかどうかの確認、授業中や休憩中など学校で眠そうに

していないかに注意して様子を見たという。それでも改善されない

場合や対象の生徒が低学年の場合は保護者の方にも協力してもら

い、就寝時間、起床時間、朝食と段階を踏んで改善していき、最終

的には家庭学習の提出、授業に対する集中力の向上を図る。この方

法で２件の成功事例があった。 

一方で、片親で夜に家を空ける場合でも、祖父母が子育てに関わ

ることで生活習慣の乱れを防げたという例も挙げられた。また、片

親だからこそ子どもが親を助けようという思いから国公立大学を

目指し、塾での１コマの授業に対する意識を高くもったり家庭学習

の時間を自ら確保したりと良い影響を与えることもあるという。や
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表2-1 家庭環境と子どもの学力の関係（文献[1]をもとに著者が

作成） 
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はり授業に対して意識を高く持って臨むかどうか、高い集中力を持

って臨むかどうかでは、その後の学力の伸びに大きな影響がある。

これは私自身の塾講師のアルバイト経験からみても明確に感じる

ことができた。生徒の年齢によってこのような意識の芽生えには個

人差があるが、いかにこのような意識を持たせられるよう援助する

かが重要だと考える。 

5.2 親の言動の不一致 

２つ目は親の言動の不一致についてである。子どもに対して「勉

強しなさい」と言う親が、それを言いながらテレビを見ていたりス

マートフォンを使用していたりすると、子どもは勉強する気にはな

れないという事例が挙げられた。そのような状況が続くと、最終的

に１つ目で述べた家庭学習の未提出につながる。その生徒に実際に

「なぜ勉強する気になれないのか」と聞いてみると、「勉強しない

といけないのはわかるが、テレビを見たりスマートフォンを使用し

たりしながら言われると、自分も勉強より好きなことをしたくなる

し、自分は嫌なこと（勉強）をするのに、好きなことをしながら言

われると腹が立つ。」と言っていた。勉強することが嫌であること

を改善できれば解決できるが、まずは勉強するよう促す方法を改善

すべきである。このような状況が続くようだと保護者の方に、子ど

もに勉強するよう伝えるときだけでもテレビを見たりスマートフ

ォンを使用したりするのを止めてもらうよう促すという。その結果

子どもの家庭学習の時間が増え、学力の向上につながったという事

例がみられた。 

一方で、テレビを見たりスマートフォンを使用したりするのを止

めて勉強するよう言っても、学習時間は以前と変わらず学力が伸び

なかったという事例もみられた。その生徒に関しては「勉強しなさ

い」と何度も言われること自体が嫌だったという。生徒が自分の意

思で学習机に向かうことができれば良いのだが、そうでない場合の

勉強するように促す方法として、あまり頻繁に言いすぎないことが

挙げられた。そのような点も踏まえて保護者の方との連携を図り、

生徒が勉強する環境を整えていくことが重要である。 

5.3 親の言いなり 

 ３つ目は親の言いなりになることについてである。これは良い

面とそうでない面がみられた。まず良い面としては、親が勉強する

ように言うと素直に受け入れることである。親がそのように促すだ

けで家庭学習の時間を確保することができる。5－1 でも述べたよ

うに、家庭学習の時間を使って授業の復習ができ、学習内容の定着

にも好影響である。そうすることで、家庭学習をしないよりは学力

の維持、向上が望める。そして何よりも、そのような経験が学習習

慣の定着につながり、自ら家庭学習の時間を確保するようになった

という事例がみられた。対象の生徒はその影響で学力を維持、さら

には向上させることができたという。 

 一方で悪い面としては、生徒が親の意見を鵜呑みにしてしまい、

進路決定など本来自分自身の意見が尊重されるべきところで親の

言いなりになってしまうことである。例えば、本人には受験をする

意思がなかったが、親の意思で受験対策をするということが実際に

みられた。親には受験の意識があっても子どもにはその意識がなく、

受験対策を実施しても授業に身が入らなかったり、宿題をやってこ

なかったりと思うように進まなかった。そのような状況を把握して

いたが、うまく対応することができず、結局受験をあきらめるとい

う事例がみられた。勉強するのは生徒自身であり生徒自身の意思が

重要である。だからといってすべてを子どもに任せるのではなく、

親子で意見を確かめる場を設ける必要がある。指導者はそのような

場を提供したり、機会を作ることを促したりするべきであると考え

る。 

 また、親の導き方が間違っているというのも悪い面として挙げら

れる。学校で習ったこと、先生から言われたこととは異なることを

家庭で言われ、間違ったことを覚えてしまうという事例もみられた。

間違った方法に早い段階で気付くことができ、解決することができ

たというが、一度癖になると同じ過ちを繰り返してしまうようにな

るため、早期発見が重要であるという。そのためには日ごろから生

徒とのコミュニケーションを図り、小さな変化にも気付けるように

しておく必要がある。 

5.4 ルールが守れない 

 ４つ目はルールが守れないということである。これは家庭でのし

つけともつながる部分がある。学校・塾という場所におけるルール、

授業の中でのルールなど様々なルールが存在するが、これらは社会

に出るために必要なことであり、我慢しなければならないこともあ

る。授業の中でのルールに絞ると、各授業によってノートのとり方

や話し合いのしかたなど様々なルールがある。特にノートのとり方

に関しては学力に大きく関係するという。教員が定めた方法でノー

トをとっている生徒の方がテストでの正答率が良いという事例が

挙げられた。数学における途中式は重要であると言われているが、

途中式を丁寧に書く生徒と書かない生徒では、明らかに計算ミスの

量に違いが生じる。そのような経験に基づいて設定されているルー

ルも多く存在するため、やはり守るべきである。ルールが守れない

生徒に対しては、いきなりすべてを求めるのではなく、最終的にそ

のルールが守れるようになるように、スモールステップで目標を立



 

 

てていくことが重要だという。その結果一部ではあるが、失敗を繰

り返しながらもルールを守れるようになったという事例がみられ

た。そして、授業の中でのルール（ノートのとり方、グループ活動

のしかたなど）については学力にも影響するものもみられたという。 

5.5 収入と学力 

 ５つ目は収入と学力についてである。２章で述べたように世帯

収入と子どもの学力の間には、比例に近い関係性がみられた。この

点について個別指導塾（生徒数：約８０人）の講師にインタビュー

したところ、「必ずしも収入が低いからといって学力が低いわけで

はない。」という答えが返ってきた。５－１と重なる部分があるが、

片親ということもあり収入に余裕がないことをある程度でも知っ

ている生徒は、ゆくゆくは国公立大学を目指して学習に対して熱心

に取り組んでいるという。１コマの授業に対しての意識が高く、集

中力も高い。そうすることで自然と学力を維持または伸ばすことが

できる。 

 一方で収入にある程度余裕のある家庭の子どもは、全員が全員そ

のような状況ではないが、与えられた課題をただこなし、１コマの

授業に対する意識が前者ほど高くない生徒が多い。そのような生徒

にやる気になってもらうために、スモールステップで目標を立て、

ほめてあげることが大事だという。そうすることで少しずつ達成感

を味わい勉強に対して少しは前向きに取り組んでくれるようにな

ったという事例がみられた。 

 

6. 家庭環境が子どもの学力に与える影響とその対

処法のまとめ 

 ５章では、家庭環境が子どもの学力に与える影響とその対処法

を５つに分類してきたが、それぞれに対する対処法には３つのポイ

ントがあると考える。まず１つ目は生徒とのコミュニケーションの

重要性である。生徒から情報を聞き出す、生徒の少しの変化にも気

付くことができなければ何の対処もできない。２つ目は保護者の方

との連携である。生徒自身に話をして解決できれば良いのだが、そ

れだけでは解決できないとき、どうしても保護者の協力を要すると

き、保護者との連携を図り対応していかなければならないとインタ

ビュー調査を通じて感じた。３つ目はスモールステップでの目標設

定である。生徒が勉強するための環境を整えるため、生徒の勉強に

対するやる気を出させるためには、いきなりすべてを求めるのでは

なく少しずつ確実にできることから目指していくことが近道なの

ではないかと感じた。 

 本研究によって挙げられた事例に対しての対応はある程度イメ

ージすることができたが、対応のしかたに正解はないと考える。実

際、うまく進めることができた事例もあれば、思うようにいかなか

ったという事例もみられた。しかし、本研究でのインタビュー調査

を通じて聞くことのできた、家庭環境が子どもの学力に与える各影

響に対する対応の成功事例は、私自身の今後の人生に活かしていか

なければならないと感じる。 

 

7 今後の課題 

 本研究で挙げられた家庭環境が子どもの学力に与える影響に対

する対処法をうまくいかなかった例も含めて整理しておく必要が

ある。そして、実際の場面で対応できるように準備しておかなけれ

ばならない。しかし、本研究で挙げられた事例で対応のしかたとし

て成功していたとしても、これから起こり得る実際の場面でも成功

するとは限らない。そのなかでも、この成功事例、失敗事例は実際

に自分が対応していくなかでの参考となるため、なぜうまくいった

のか、なぜ思うようにならなかったのかをまとめる必要がある。そ

して、本研究で挙げられたような事例に遭遇したとき、自信を持っ

て対応できるように準備をしていきたい。 

また、本研究で挙げられた事例がすべてではなく、ほかにも様々

な影響がある。どのような状況に対しても対応できることが求めら

れるため、それぞれの影響に対する対処法はもちろん、１つの影響

に対しても複数の対処法を見つけていく必要がある。そのためには、

６章で述べた、生徒とのコミュニケーション、保護者との連携を図

ること、スモールステップでの目標設定という３つのポイントに加

えて、周りの教員がどのような対応をしているのかに注目し、私自

身の経験も踏まえながら対応していく力をつけていく必要がある。

様々な問題が起こり得る教育現場で、成功や失敗を重ねながら、一

人間として、そして一教員として成長し続けていきたい。 
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